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この講演では，高周波技術者の視点から多くの資料を用いてマクスウェルについて考える．彼が8歳の時の悲
劇，酷い家庭教師から逃れた方法，最初の論文，教授の職を失った理由と再就職の苦労など．これら彼自身への
理解が電磁界方程式への新たな理解に繋がる．本講演は現代物理学の原点に興味を持つ全ての人を対象とする
Introduction

マクスウェルといえばまず思い浮かぶのはその方程
式であろう．
私自身はマクスウェルの方程式と関わる仕事をして
ほんの何十年かだが，研究生活の全てを彼の方程式
と共に送っている研究者は数多く存在する．だが私達
はマクスウェルその人の何を知っているだろうか．リ
チャード・ファインマンが19世紀の最も偉大な物理
学者と評し，その業績が今も輝き続けているこの人
物の伝記はなかなか見つからない．
マクスウェルの伝記は数少ないのだ．最も詳細な伝
記は，その死後まもなく，彼の生涯の友であったル
イス・キャンベルがウィリアム・ガーネットと共に記
し1882年に出版された物である．それはマクスウェ
ルの歴史的参考文献として最も貴重だとされるが，現
在では大きな図書館に稀少本として残るのみとなって
いる．[1]
1996年12月，その一冊を手にすることが叶った私
は，読むにしたがい，誰もがその本を享受出来るよ
うにデジタル化するという計画にのめりこむことに
なった．その本は
1. 彼の生涯についての記述
2. 彼の科学的業績についての記述
3. 彼の詩集
という3部構成になっており，この要約では，主と
して第1部からの逸話の抜粋を取り上げる．

Maxwell’s Youth

少年時代 

キャンベルの記述から始めよう．
ジェームズ・クラーク・マクスウェルは1831年6月
13日，エジンバラのインディアストリート14番地で
産まれた．両親とも良家の出身で，父親は，ミドロシ
アン州ペニクックのクラーク家のジョン･クラーク･
マクスウェル，母親はノーサンバーレーンのN.チャー
ルトンのR.H.ケイの娘でフランシスといい，彼らの
娘エリザベスは幼くして亡くなっていたので，ジェー
ムズは彼らの唯一の子供であった．
父，ジョン・クラーク・マクスウェルは1824年に
彼の母親が亡くなるまで，インディアストリート14
番地で母と共に暮らしていた．1826年に彼は結婚
し，息子ジェームズの誕生後，領地カークドブライト
シャーに新しく建てた屋敷グレンレア[2]に移った．

キャンベルはジェームズのいとこブラックバーン夫人

によって描かれた日常のスケッチを添えて，好奇心旺
盛な少年の様子を語っている：

クラーク氏は息子に様々な物事の成り立ちを説
明したり見せてやることを無上の喜びとしてい
た．そして息子は，後年立場が逆になると，か
つての父と同じように今度は自分が父に自然の
仕組みを説明するのを喜びとするようになる．
ブラックバーン夫人によると彼は子供の頃，
「なぜ？」「どうして？」と立て続けに質問を
し，答えが曖昧で満足できないと，さらに質問
を重ねるといった様子だったという．私は彼
が，自分の幼い時の最初の記憶は家の前の芝生
に寝転んで太陽を不思議に思って見つめていた
ことだ，と話してくれたのをよく覚えている．彼
の育児係だったマードック夫人から聞いた，そ
れに関わる話を紹介しよう…「ジェームズが2歳
半の時，おもちゃに，と彼に錫のお皿をあげた
のです．良く晴れた日で，彼がそれを太陽にかざ
すと反射光が部屋をくるくると回り，「見て
よ，マギー．パパとママを呼んできて．」と言
うので私がお二人をお呼びすると，彼はご両親
の顔に反射光を当てたのです．だんな様がたい
そう面白がられて「坊や，これは何だね？」と
おっしゃると彼は「太陽だよ，パパ．お皿で太
陽をつかまえてるの」と言ったのです．だんな様
は彼がもう少し大きくなったら月や星を見せて
やろう，とおっしゃり，のちには月夜にジェー
ムズを抱き上げて空を指さす姿が見られまし
た．」

1837年の収穫祭を描いた「納屋での宴」というス
ケッチからとった挿絵を見ると，6歳の少年はダンス
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する人に目もくれず，いつかその仕組みを解明してや
ろうという確固たる様子でバイオリンの弦に見入って
いる．この頃から既にみられた熱情をもって，後に彼
はヘルムホルツの音響学の発見を歓迎することに
なった．
彼には，トビーという名のテリア犬の遊び友達がい
た．その時々の気まぐれでトビン，トブス，トビット
などとも呼ばれたトビーは，いつも新しい芸当を身に
付けてはご褒美として夕食の後に自家製ビスケットに
ありついた．彼とトビーは古い芸当にも飽きることな
く，何度も繰り返して遊んでいた．こうしたことは単
なる遊びに終わらず，彼の，動物とその行動について
の優れた理解力は後に犬の目を光学研究の為に調べ
ることで生かされ，科学的に役立つこととなった．
幼い時に見舞われた悲劇が彼にとっていかに痛切
だったか，想像することしか出来ない．
僅か8歳の時に母を亡くしたことが彼の生涯に深く
影響したことは明らかである．彼の母親は1839年12
月6日に亡くなった．彼の父の当時の日記には母親
が，病気と，治療の為の手術の苦痛に毅然として耐え
たことが記されている．当時は麻酔が用いられていな
かったのだ．
キャンベルは更に書いている．

「お母さんは今天国にいる」と聞かされた8歳
の彼は，「ああ良かった．もう苦しくないんだ
ね」と自分の悲しみより母への思いやりを示し
たという．
当初彼の教育は母親が受け持っていた．母が亡
くなる前の秋から1841年11月までは家庭教師に
よる教育が試みられたが，これは思わしくな
く，そのうち叔母のミス･ケイが，家庭教師に問
題があることに気づいた．その家庭教師は経験
の浅い若者であったらしい．きちんとした方針
もなくただ厳しい反復学習を強いるばかりで，
ラテン語の文法に興味を持たせる教え方など出
来なかった．強制される学習は彼にとって全く
効果がなく，意に反してますます腕白でいうこ

とをきかなくなる彼に対し，家庭教師はひどく

怒りを募らせた．子供はいたずらなのが世の常
で，彼は夜メイドがお茶を運んでくる時，狭い
通路の灯りを消して戸口に寝そべっていると
いった悪さもしたそうだ．

ブラックバーン夫人によるスケッチの中に，この時
期の興味深いものがある．池に浮かべた洗濯桶の
ボートを漕いでいる彼が，熊手を使って彼を捕まえよ
うと躍起になっている家庭教師から届かないように逃
げている様子である．若い召使，ボビーとジョニーは
面白がって見ており，この場に出くわした父親のマク
スウェル氏は満足げに傍観している．いとこのジマイ
マも助けに加わっていて，ボートを引き寄せる鍵竿は
彼女が手にしている．
家庭教師についての話は楽しい物ではないが，書い
ておかなければならない．物差しで殴られたり血が出
るまで耳を引っ張られたりという乱暴な扱いを受け
た影響で，長いこと彼には口ごもったり，答えるとき
曖昧になったりする傾向があった．彼がその影響を
すっかり克服できたと言えるのかもわからないのだ．

Edinburgh Academy 

エジンバラアカデミー

家庭教師の酷い実態が明かされたので，彼は叔母の
ウィダーバーン夫人の家に世話になりながらエジンバ
ラアカデミーに通うことになった．初日の最初の授
業のあとに起きたことについてのキャンベルの記述に
よると，からかいの質問をかけられた彼はそれにま
ともに答えずに，方言を剥き出しにして持ち前の皮肉
で対抗したという．
その日の午後，彼は服をぼろぼろにして叔母の家へ
戻った．少しも苛立った様子はなく，その経験を楽
しんだかのように見えたが，この一件で彼の中に残
されたものは周囲には決してわからなかった．学校で
は彼の変わった行動や癖が周囲に受け入れられ
ず，“いかれた奴”と呼ばれる日々が続いた．
勉学の環境作りには，父の頻繁な訪問が貢献してい
る．新しい住まいでの蔵書はグレンレアの物より増強
され，彼はスウィフトやドライデン，ホッブズやバト

2



ラーの「Hudibras」などの文学に親しんだ．父がエ
ジンバラにいる時は，二人はよく連れ立って歩き，
リーフォートや建設中のグラントン鉄道やソルズベ
リ・クラッグズの地層を見に出かけたり，常に何か
新しい知識を取り入れて創造のアイデアを得るように
していた 1．1842年2月12日の土曜日には「電磁気の
機械」を見に連れて行ってもらうという特別な楽しみ
を与えてもらっている．
キャンベルは，彼が13歳の時に父親に宛てた手紙に
ついて書いている：

観劇の感想を知らせたりグレンレアにいるペッ
トの様子を尋ねている手紙の中で，彼はごくな
んでもない日常の報告のように 「4面体と，12
面体と，何と呼んだらよいかわからない多面体
を2つ作りました」と書いている．私たちはまだ
幾何を習っておらず，彼はこの時まだユークリッ
ドの定義を知らなかったはずである．それでも
彼は厚紙で正確に作ることが出来るほどそれら
正多面体の性質を理解していただけでなく，さ
らに他の対称形の多面体の考案を導き出すこと
までやってのけたのだ．1848年に改良されたそ
の見本は，キャベンディッシュ研究所でまだ見
られる可能性がある．

1846年，14歳の時に彼の"On the description of 
Oval Curves， and those having a plurality of 
Foci" - 卵形線と多焦点曲線の作図法　という論文 2  
がエジンバラ王立協会会報に発表された．キャンベル
はその素晴しい幾何の証明を紹介している3．しかし
彼の興味は幾何だけにとどまらなかった．
1846年から1847年にかけての冬，彼は体調が悪く
してしばしば学校を休んだ．エジンバラ王立協会の会
合にも出席しなかったが，父は必ず彼にきちんと報
告をしてやった．彼は確かに科学にこの上なく興味を
持っており，最も注力した科目は磁気学と偏光であっ
た．彼は「ニュートンリング」(レンズ同士をくっつ
けた時に現れる色彩効果)を見せたり，石鹸の泡の色
調の変化を見るのを好んだ．

University Education 

大学での教育

彼が16歳の時，父親は彼をエジンバラ大学に入学さ
せた4．
この1847年11月から1850年10月にかけての3年間
は，エジンバラとグレンレアで半々を過ごす日々とな
る．彼の独創性は際限なく広がり学んだことは多岐
に渡ったが，この3年に最も集中したのは，

1. Polarised light - 偏光，the stereoscope - ステ
レオスコープなど，

2. Galvanism - ガルバニー電気，
3. Rolling curves - 転曲線，
4. Compression of solids - 衝撃圧縮
などだった．彼の手紙には，自分に秩序を課すこと
の必要性を感じていたことがうかがわれる．1849年2
月19日，彼のRolling Curves - 転曲線についての論
文が，エジンバラ王立協会でケランド教授によって代
読 (少年が講壇に立つのは適切ではないと判断された
為)された．次いで1850年春には，the Equilibrium 
of Elastic Solids - 弾性固体の平衡 についての論文を
自ら講壇に上がって発表した．
1848年7月の日付のあるキャンベル宛の手紙に，彼
は自宅の研究室について書いている：

洗濯場の上の屋根裏に研究室を作りました．古
い扉板を2つの樽に乗せて，椅子は2脚，それに
開け閉め出来る天窓があります．扉，というか
テーブル，の上にはたくさんのボウルや水差し，
皿，ジャムの瓶などに水や塩，重曹，硫酸，硫
酸銅，鉱石が入っていて，他には割れたガラス，
鉄，銅の針金，銅や亜鉛の板，蜜蝋，封蝋，粘
土，ロジン，炭，レンズ，電気器具，そして数え
切れない小さな甲虫に蜘蛛，ワラジムシなどが
様々な液体の中に落ちて死んでいる，といった
様子です．ジャムの瓶の中にもう少しガルバニー
電気を起こそうと思うのです．それにはまず，瓶
の内側を銅で覆わなければならないので私は一
番よい電気製版術の実験をしていることになり
ます．それで私は，銅の封を甲虫を用いて作って
います．はじめ，甲虫はよい導体だと思って一匹
を蝋に埋めこんでみました(残酷ではありませ
ん，熱湯に入れて殺してからですから)でも上手
くいきませんでした．今度は封蝋で甲虫の型を
とり，プレスして管にし，ブラシで黒鉛を付け
ましたがやはり上手くいきませんでした．それ
で最後に自分の指で黒鉛をつけてみたら，それ
が一番良い方法のようで，上手く銅張りするこ
とが出来ました．きれいに強い熱を得るにはレ
ンズを使うのが一番なので，その方法で蝋を溶
かします．熱を必要とするときはたいていレンズ
を使っています．

ケンブリッジに移る決意をするのは大変なことだっ
た．彼は父の職業を継いで弁護士になることを期待さ
れていたのだ．
キャンベルは語っている：
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1 “卵形線…”考案のきっかけも、父と出かけたエジンバラ芸術協会でまだその方法が見つかっていないと聞いたことだっ
た．
2 この論文が世に出るに当たっては，父の積極的なフォーブズ教授との接触が一役買っている．
3 文献[1]pp45-63
4 入学許可は既に “卵形線…”の論文によって得ていた．



当時私に話してくれたように，彼自身は「違う
種類の法」を学びたいと感じていたのだが，父
と緊密だったことで，ケンブリッジ行きがより
難しいものになっていた．イングランドの大学
は偏見を持たれており，ピュージ主義（国教会
内部の親カトリック的傾向），背信などが長老
派の考えの上でかなり深刻に心配されていたの
だ．テイトとアラン・スチュワートは既にケン
ブリッジに行っており，私の兄ロバートもそう
するつもりで（私自身はオックスフォードにい
たのだが），彼のケンブリッジ行きが決定する
には時間がかかった．

1850年から1854年にかけてケンブリッジの学部で
学ぶ間，彼は勉学のみではなく，散策や日光浴，
ボート漕ぎ，水泳なども楽しんでいる．5
彼は勉学と睡眠時間の配分について変わった実験を
していた．父がそのとっぴな行動に不賛成だったので
長続きはしなかったものの，カレッジの学寮で暮ら
した時も完全にやめてはいなかった．夜中を運動の時
間として廊下や階段を走り回るので，他の寮生は眠り
を覚まされて迷惑し，彼が部屋の前を通るとブーツや
ブラシなどを投げつけたという．
1853年7月のキャンベルに宛てた手紙で，マクス
ウェルは短期の休暇でC.B.テイラーRev.を訪問すると
書いている:

6月18日に戻るつもりでしたが，17日に具合が
悪くなったので回復するまで様子を見ることに
しました．それが2週間以上も続き，その間に私
は以前思いもしなかった看護を受けました．私
が弱って何も出来ず，起き上がるだけでふらふら
していた時，テイラーさんが何もかも面倒を見
てくれたのです．テイラー夫人，それに2人の甥
たちも，できる限りのことをしてくれました．
回復するまでずっと満足に過ごさせてくれ，体
力が戻って歩き回れるようになるまで引き止め
てくれました．それで7月4日に帰って来たので
す．

その年彼は数学のトライポス（優等試験）を受け，
シニアラングラー(主席優等)は逃したものの，セカン
ドラングラー（次席優等）とさらにスミス賞 [3] を取
り，6エジンバラの友人達を深く満足させている．

Professor Maxwell

教授として 

その後彼はケンブリッジでの研究生活を続け，
1856年，24歳の時にアバディーン大学の教授職を得
る．地理的にも精神的にも父の近くにいられる理想
的な状態であったが，1856年4月3日の日付で彼がブ

ラックバーン夫人宛に書いた手紙が示すように，不幸
が訪れた：

ブラックバーン夫人へ
今日12時，父が突然亡くなりました．庭仕事
について指示を出してから，彼はいつものよう
に少し休む，と言ったのです．私はソファに横
になるように勧めたのですが，彼はそうしたく
ないようでした．それで私は，以前効き目の
あった薬をとってきました．それを飲まないう
ちに少し苦しそうにもがいたと思うと，全てが
終わってしまったのです．  父が自分の死を静か
に覚悟していたことは，父自身から聞かされて
いました． 夜苦しむことが度々あったので，昨
夜私は父が楽に眠れるよう試みながらずっとつ
いていたのですが，助けになれないまま夜が明
けてしまいました．

アバディーンにいた時，彼はマリシャルカレッジの
学長の娘キャサリン･マリー・デューワーと出会い，
1858年に結婚した．キャンベルはマクスウェル夫人
についてほとんど語っていない．物事を肯定的に書く
ことを好んだ為，夫人についてはあまり書きたくな
かったのだと見る歴史家もいる．その後1860年にカ
レッジの統合に伴って彼は職を失い，エジンバラ大学
で職を得ることは出来なかったが，ロンドンのキング
ズカレッジに自然哲学の教授として迎えられることに
なった．
伝記の第2部に彼の科学的業績について詳しく書か
れているが，ここでもいくつか，実験的活動について
の描写がある．後述はキングズカレッジ時代になされ
た研究である：

この時期にマクスウェルによってなされた重要
な実験的研究は，その量を光速と比較する目的
で，電磁気と静電気の電気単位の比率を定義づ
けることであった．この研究については第2部で
再び取り上げられているので，ここで必要なの
はコイルを流れる2つの電流の引き合いと電荷を
受ける2枚の金属板間の引き合いもしくは反発の
比較が実験と等しいと述べることだけである．

マクスウェルは彼の理論に従って単位の比は光速と
等しくなるべきで，彼によって得られた値は，前の観
察者によって得られた光速に対する値の両端の中間に
あると指摘している．その実験は，磁気と電流の近く
の空間の構造についての彼の理論の具体的成果であ
り，それによって彼は磁気と電気についての既知の現
象を全て説明したのである．彼はそれを1861年と
1862年のフィロソフィカルマガジンで一般向けに発
表した．
マクスウェルはまた，彼の名前をとった確率密度関
数を用いた気体の運動法則についての重要な研究も
行った．

4

5 彼の能力は賞賛を受け， 学内で最も優秀とされる「使徒団」と呼ばれる12名の中に若くして選出された．
6 その後チューターとなり多くの「ラングラー」を生み出した数学者E.J.ラウスと同点の成績であった．本人は良い成績
を修めたことより学校の勉強から開放され自分の研究が出来るようになったことを喜んだようだ．



キングズカレッジで過ごす間に彼はファラデーと親
しくなっており，キャンベルはこんな話を紹介してい
る：

王立協会で行われた講演の後，会場から出よう
とする人ごみの中にマクスウェルを見つけた
ファラデーは，彼の分子運動に関する研究に
ひっかけて，「混雑から抜け出す道を見つけら
れる人がいるなら，それはあなたに違いない」
と声をかけたそうだ．

彼は色覚と気体の運動法則についての研究の様々な
実験を自宅で行っている． 
カラーボックス（黒く塗った8フィートもの長さの
箱）を窓辺に置いての実験をしていた時には，棺を長
時間覗き込んでいる気がふれた人間だと近所の人々に
気味悪がられたりした．また，異なる圧力と温度で
の気体の粘性に関する彼のよく知られた実験の様子
も書かれている．暑いさなか，何日間も大きな火が焚
かれ，部屋にはやかんからの大量の蒸気がたちこめ
ていた．火の管理をしたのはマクスウェル夫人で，そ
れは何時間にも渡る大変な仕事だった．この後，部
屋は次の実験の為に大量の氷で涼しく保たれるの
だった．
キングズカレッジで過ごした期間に，彼は2度重い
病気を患っている．
1860年9月，グレンレアで馬を手に入れるために定
期市に出かけた折，天然痘に感染してしまう．彼が直
るまで召使達は部屋に入れなかったが夫人はずっとそ
ばについて看病し，その献身的な看護のお陰で命を
救われた，と彼は言っていたという．
1865年9月，再びグレンレアで病に襲われる．馬に
乗っていて木の枝に頭をこすったことが原因で連鎖球
菌に感染し，ひどく衰弱してしまった．夫人はこの時
も彼を看病し，彼女が毎晩静かに聖書の一節を読み
聞かせたことが彼にとって最大の精神的支えとなっ
た．
1865年，彼はキングズカレッジを退職する．
それからしばらくの間は父親の計画によって拡張さ
れたグレンレアで主に過ごし，この間を利用して研究
結果をまとめて本にしている．電磁気に関する偉大な
作品は1873年まで出版されなかったが，すでに明確
な形にまとまっており，1870年発表の熱に関する論
文はこの時期に平行して取り組まれた物である．
この時期の旅行についてキャンベルは書いている： 

彼は毎年春にはロンドンを訪れており，1867
年の春から初夏にかけては夫人と共にイタリア
旅行をしている．私達は偶然にもフィレンツェで
出会った．彼はローマで数え切れないものに興
味を惹かれたと話していたが，中でもサンピエ
トロ寺院の壮麗さと"the Pope's band"の美しい
旋律は彼の心を捉えたようだ．彼は驚く速さで
イタリア語を習得し，英語との音声表現の違い

を見つけて楽しんでいた．イタリア語を学んだ
主たる目的は現在ピサのカンポサントに胸像の
あるマテウッチ教授と会話する為であった．こ
の旅行中に彼はフランス語とドイツ語の知識を
向上させる為の努力もしている．彼が習得する
のに苦心した言語はオランダ語だけであった．

1871年彼は大学に呼び戻され，ケンブリッジで実
験物理学の初代教授としてキャベンディッシュ研究所
の設立に尽力することになる．研究所は1874年に完
成した．
キャンベルは仕事場での彼の様子をこう書いてい
る：

研究所で実験をする際，彼はとてもきちんとし
て手際がよかったそうだ．課題に取り組んだり
考え込んだりしている時，彼は口笛を鳴らす癖
があり，抑えた調子で何の旋律ということもな
く鳴らす口笛に合わせて，考えを巡らせていた
ようだ・・・彼は思考をあちこちに素早く巡ら
すことが出来，大抵の人なら気が散って仕方が
ないような，騒々しく会話が交わされる部屋で
も研究を続けることが出来た．いつも連れてい
る犬のトビー7には心を許していて，穏やかに呼
びかけていた． 

彼は陽気な一面を持っていて，ジョークも好んだ．  
ボイラーの中に魚卵岩のような妙な形に溜まった石
灰質を取り除いた後には，組成調査依頼を添えてそれ
を地質学の教授に送ったりしている．

Maxwell’s Death

マクスウェルの死 

彼の最後の仕事は，ヘンリー・キャベンディッシュ
卿F.R.Sの1771年から1781年の電気に関する研究に
ついての解説となった，とキャンベルは書いている：

彼に最後に会ったのは1877年にケンブリッジ
の住まいを訪ねた時だ．あれこれ話をした中，
彼は少年時代のおもちゃmagic discs8を扱うよう
な懐かしく陽気な様子で棚から取り出したその
本の原稿を見せたり，カラーボックスの観察記
録やグレンレアでの研究について説明してくれ
た．「いろんな研究をしているようだね」と私
が言うと，彼はそれまで見たことのない悲しい
目をして「あきらめなくてはならないものがあ
まりにも多い」と答えた．1879年の春に彼を危
険な状態に陥れその秋にはついに命を奪うこと
になる病気の兆候は，この前に既に表れていた
のだ．

後にキャンベルは記している： 
1865年グレンレアで天然痘から回復した後の
彼の健康状態は，1877年の春まではかなり良好
だった．やがて消化不良に悩まされはじめ，特
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7 ２代目か３代目のトビー
8 円盤の回転を利用した動画を楽しむおもちゃが流行し、マクスウェル少年もお気に入りだった．[4]



に肉を食べたあとには苦痛の為呼吸できなくな
るほどの発作に襲われるようになった．2年ほど
医師の診察を受けずにいたが，1877年のある
日，昼食のあと研究室で炭酸塩の結晶を水に溶
かして飲み干し，なんとか痛みを避ける方法を
見つけたと言ったそうだ．

1879年10月2日，激しい痛みに襲われる彼はひどく
衰弱していた．エジンバラのサンダース医師がグレン
レアに呼ばれ，余命は一月ほどしかないと彼に告げ
た．その瞬間から彼の心配事は，残していかなければ
ならない人への慰めだけとなった．
ケンブリッジに戻った時は列車から馬車への移動さ
えおぼつかないほどの衰弱ぶりだったが，パジェット
医師の懸命な治療により一旦症状が緩和され，周囲
は彼が回復するとの希望を抱いた．しかしやはり病
状は持ち直せず，病魔を抑えこむのは不可能と認めざ
るを得なくなった．
全て伝記には終わりがある．彼の長年の友であるコ
リン・マッケンジーはこう記す：

亡くなるほんの少し前，彼はベッドで起き上が
り，苦しい息の中でゆっくりと明瞭に「神よ，
我と我が妻を救いたまえ」と唱えた．そして私
に「コリン，君は力強いから，私を抱え上げて
くれないか…低く寝かせてほしいんだ，私はひ
どく低調だから，低いところに寝るのが合って
いるよ」と言うと，深くゆっくりと呼吸し，夫
人をじっと見つめながらとうとう息をひきとっ
た．

彼は40年前に母の命を奪ったのと同じ腹部の癌に
よって，その生涯を閉じたのである．

Conclusion 

この伝記にかかわるまで，私にとってマクスウェル
は研究の土台をなす方程式のまとまりにすぎなかっ
た．しかし彼についてより多く知った今，彼はもは
や単なる知識としてではなく，心に存在するものと
なった．これ程の功績を残して逝った偉大な人物の生
涯について知ることで，きっと私達はより豊かになれ
るのではないだろうか．
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